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                          過去・完了形


　前号では中学３年生の復習を兼ね，「現在完了形」について検討してきました。「２点
を結ぶ時間の幅」を表現する「完了形」が，「現在」という時を基準として表す形，それ
が「現在・完了形」という言葉の意味であり，「ｈａｖｅ（ｈａｓ）＋過去分詞形」で表
現するのでした。
　今回は，時間の幅を表す「完了形」の，基準となる時が「過去」である場合，すなわち
「過去・完了形」について検討することにします。「現在完了形」にはなかった用法も登
場します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ            
　　　　　　
⑴　「過去完了形」＝「過去」＋「完了形」
　以下の図を見て下さい。
　　　もっと過去　　　　　　　過　去（基準の時）


●

○











　　　　　Ａ

 Ｂ（I went to see him.）








 　　　完了形









　　John got sick in bed. （過去の時よりも１週間前）
　　　　　　
　Ａ点で「彼は具合が悪くなった」としましょう。心配ですね。それはともかく，Ｂとい
う過去の時（これが基準となる時です）に「彼に会いに行った」としましょう。さらに，
その時にも「彼は具合が悪くて寝ていた」としましょう。すると，
「彼に会いに行った時，彼は１週間病気で寝ていました」という内容を読み取ることがで
きます。英語では次のように表現します。
⒜ John ｈａｄ　ｂｅｅｎ sick in bed for a week when I went to see him.
　まず「１週間」という期間がありますから『継続』のニュアンスが伝わります。つまり
「完了形」で表現しなければなりません。基準となる時は「過去」です。従って「過去を
基準」とする「完了形」，すなわち『過去完了形』（ｈａｄ　＋　過去分詞形）が用いら
れることになるのです。
⑵　「基準となる時」を探そう！
　「現在完了形」では，特別に「基準となる時」は明確に表されてはいませんでしたが，
この「過去完了形」には，「基準となる過去の時」が明示されているのが普通です。以下
の例で確認してみましょう。
⒝ I recognized him because I had met him somewhere before.
　　　　　Ｘ　　　　　　　　　　　Ｙ
　（彼だとわかりました。というのは以前どこかで会ったことがあるからです。）
　中心となる動詞は主節のｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄ（過去形）。その時以前に彼に会ったと
いう経験があったからです。

●

○










　　　　　Ｙ(had met) 　　　　　　Ｘ(recognized)
⑶　「大過去」とは？
　つぎの２つの行為を表すにはどのように表現すればよいのでしょうか。
⒞①辞書を買った。②その辞書を昨日失くしてしまった。　
　①と②の出来事は，この順番で起きたことは分かりますね。買った辞書を失くすのです。
この出来事を「時の流れにしたがって」順番に述べるとすれば⒟のようになります。


●

○











　　　　bought

  lost





⒟ I bought a dictionary.  But I lost it yesterday. 
  では②の文を中心に書くとすればどのようになるでしょうか？
⒠ Yesterday I lost the dictionary which I ( buy ).　　⇨ had bought 



　「辞書を失くした」ということは失くす以前にその辞書を買っている必要があります。
時間の流れに逆行するかのように，過去よりももっと前の過去の出来事を表す形として，
「過去完了形」を用いる場合があります。御この過去完了形を『大過去』の用法といいます。


●

○











　　　　had bought

 lost





ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●ａ　ｗａｙ　ｏｆ　～　「～の仕方・方法」　
　ｗａｙには「方法，道，やり方」など，いくつかの意味があります。教科書で登場して
きたのは「～の方法」という意味です。 a way of thinking　「考え方」。
 the Japanese way of thinking 「見本人的な物の考え方」
  この表現は，ｏｆ以外に，不定詞を用いることも可能です。
　a beautiful way of singing = a beautiful way to sing「美しい歌い方」
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 　　　　　　　　　　　未来・完了形


　「完了形」の最後として，「未来」を基準の時とする完了形，「未来・完了形」につい
て検討します。また最後ですので，完了形についてまとめをしておきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ
⑴　「未来完了形」＝「未来」＋「完了形」
　これまで見てきたように，２点を結ぶ時間の幅を「完了形」で表現します。そして基準
となる時は，時間直線上で右側の点です。この「未来完了形」を図示すると次のようにな
ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未　来

●

○














　この場合，左側の点（●）は特にいつのことかは不明です。具体例で確認しましょう。
⒜ Our parents will have been married for twenty years by next month. 
　（両親は来月で結婚２０周年になります）
　この文では，基準となる時は「未来」(next month)です。これまで２０年近く結婚生活
が続いているのですね。素晴らしいことです。そして来月（未来の時）に２０年になる，
という内容です。『継続』を表しますね。ｆｏｒがあります。
⒝ I will have visited Kyoto three times if I go there again. 
　過去に２度，京都を訪れたことがあるとしましょう。その上で，今度また京都を訪れる
ことがある(if I go there again)場合（これは未来の時），合計で３度京都を訪れたこ
とになる，という内容です。『経験』を表す内容です。回数を表す語句(three times)が
あります。　　　　　　　　
（参考）if I go there again は現在形になっていますが，これは時制の項目で登場した
　『時や条件を表す副詞節の中では，未来のことは現在形で代用する』というテーマです。
⑵　未来完了形を現在完了形で代用
　すぐ上の参考で記したことは，未来完了形の場合にもあてはまります。次の例文を見て
下さい。
⒞ Let's go our for shopping if you have finished your homework. 
　（もし宿題が終わったら買い物に行こう）
　左側の部分は「買い物に行こう」と言っています。これから買い物に出かけよう，と述
べています。ただし条件があります。その条件が下線部です。下線部の意味は「もし君が
宿題を終えたら」ということですね。これから宿題をやりはじめて，あるいは現在宿題を
やっているのだが，ある未来の時に終了するということならば，という条件つきです。つ
まり「宿題が終わる」のは「未来」のこと。「未来」の時にある行為が「完了」するわけ
ですから，原則としては『未来完了形』(will have finished)を用いることになるのです
が，実際には現在形で代用することになるのです。
⑶  完了形のまとめ
　完了形の一般的な形は，「ＨＡＶＥ＋過去分詞形」で表します。そして「基準となる時」
つまり，「現在」「過去」「未来」は，ｈａｖｅの部分を変化させることにより表すこと
ができるのです。第１４号の右側で示した図を思い出して下さい。
　　　　　過　去　　　　現　在　　　　未　来

●

●

●
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 　過去完了形：ｈａｄ＋過去分詞形
 　現在完了形：ｈａｖｅ＋過去分詞形
 　　　　　　（ｈａｓ）
 　未来完了形：will have ＋過去分詞形

ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）
●My father tapped the man on the shoulder. （父は男性の肩を軽く叩いた）
　「人の（体の部分）を・・・する」という表現を，このように表現することがあります。
動詞の後に「誰」を・・するのか，という目的語を書きます。その後に「前置詞＋ｔｈｅ
＋身体の部分」を並べて行きます。　　
　　注意すべきは，①用いられる動詞や身体の部分によって前置詞が異なること。
　　　　　　　　　②必ずｔｈｅを用いること。　　
　代表的なものを，物語のような例文で覚えておきましょう。
⒟　John caught Mary by the hand.（ジョンはメアリーの手をつかんだ）⇨そして
⒠　John kissed Mary on the cheek. （ジョンはメアリーにキスをした）⇨びっくりして
⒡　Mary kicked John in the stomach. （ﾒｱﾘｰはｼﾞｮﾝ の腹部を蹴った）⇨頭にきたｼﾞｮﾝ は
⒢　John shot Mary through the heart. （ジョンは銃でメアリーの胸を撃った）  
●銃を持つ国は怖いです。ホームスティに出かける生徒は十分注意しましょう。
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